
し
お
が
ま

過
去
・
現
在
・
未
来

明
治
維
新
後
、
仙
台
藩
の
保
護
を
失
い
、

港
の
機
能
は
停
滞
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
人
々
は
海
面
埋
立
と

航
路
の
浚
渫
に
よ
る
「
築
港
」
を
計
画
。

新
し
い
港
に
、
地
域
の
未
来
を
託
し
ま
し
た
。

「（
鹽
竈
神
社
）
表
坂
よ
り
見
た
る
塩
竈
港
」

現
在
の
壱
番
館
付
近
を
写
し
た
絵
葉
書

（
明
治
時
代
末
頃
）

提
供
／
N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま

「
國
幣
中
社
鹽
竈
神
社
明
細
全
圖
」（
明
治
時
代
）

収
蔵
：
塩
竈
市
民
図
書
館

旧亀井邸（大正時代建造）

勝画楼（江戸時代建造） 丹六園（大正時代建造）

旧えびや旅館（明治時代建造）

権現堂浄水場および配水池
（明治時代建造）

「築港の碑」／塩竈市海岸通　みなと広場「シオーモの小径」

P H O T O
S T O R Y

明
治
・

　
　
大
正

2829
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人
々
と
ま
ち
を
襲
っ
た
戦
火
、

チ
リ
地
震
津
波
、

宮
城
県
沖
地
震
、
水
害
。

幾
た
び
か
の
災
害
を
た
く
ま
し
く

乗
り
越
え
て
、

塩
竈
市
は
全
国
有
数
の
み
な
と
ま
ち
、

水
産
都
市
へ
の
道
を
歩
み
続
け
ま
し
た
。

昭和 16年「市制施行式典」と「市制施行記念はがき」

昭和 23年「塩竈みなと祭のはじまり」

昭和 35年「チリ地震津波」昭和 61年「台風 10号被害」

昭和 40年代初めの千賀の浦

昭和56年「仙石線高架複線化事業完成」

昭
和

昭和 53年「宮城県沖地震」

昭和 59年「千賀の浦埋立工事　安全祈願式」

　

八
六
九
年（
貞
観
11
年
）	

貞
観
の
三
陸
沖
地
震
津
波

一
六
一
一
年（
慶
長
16
年
）	
地
震
津
波

一
六
四
六
年（
正
保
3
年
）	
地
震

一
七
〇
二
年（
元
禄
15
年
）	
火
災
、
鹽
竈
神
社
の
新
改
築
殿
焼
失

一
七
九
三
年（
寛
政
5
年
）	

慶
長
の
三
陸
沖
地
震
津
波

一
八
三
五
年（
天
保
6
年
）	

地
震

一
八
三
六
年（
天
保
7
年
）	

暴
風
雨
・
高
潮
被
害

一
八
三
七
年（
天
保
8
年
）	

チ
リ
地
震
津
波
。
赤
坂
ま
で
浸
水
し
た
記
録
が
あ
る

一
八
六
七
年（
慶
応
3
年
）	

大
火

一
八
八
二
年（
明
治
15
年
）  

塩
釜
港
、
最
初
の
築
港（
浚
渫
・
埋
立
）
は
じ

ま
る（
18
年
完
成
）

一
八
八
六
年（
明
治
19
年
）	

大
火

一
八
八
七
年（
明
治
20
年
） 

東
北
線（
上
野
〜
塩
釜
間
）
開
通 

一
八
八
八
年（
明
治
21
年
） 

北
浜
の
海
面
を
埋
め
立
て
る

一
八
八
九
年（
明
治
22
年
） 

塩
竈
町
が
生
ま
れ
る（
2
月
9
日
）

 

（
人
口
４
２
２
８
人
、
世
帯
数
7
8
3
） 

一
八
九
六
年（
明
治
29
年
）	

明
治
三
陸
地
震（
6
月
15
日
）

一
九
〇
〇
年（
明
治
33
年
）	

宮
城
県
北
部
地
震

一
九
一
〇
年（
明
治
43
年
） 

重
要
港
湾
と
な
る

一
九
一
二
年（
明
治
45
年
） 

上
水
道
創
設
事
業
給
水
開
始

 

（
事
業
費
１
６
０
千
円
）

一
九
一
五
年（
大
正
4
年
） 

築
港
工
事
は
じ
ま
る

一
九
二
五
年（
大
正
14
年
）	

宮
城
電
鉄（
現
在
の
J
R
東
日
本
仙
石
線
）、

 

仙
台
〜
西
塩
釜
間
開
通 

一
九
二
七
年（
昭
和
2
年
） 

宮
城
電
鉄
、
東
塩
釜
〜
松
島
海
岸
開
通

一
九
二
九
年（
昭
和
4
年
） 

塩
竈
魚
市
場
開
場 

一
九
三
三
年（
昭
和
8
年
） 

臨
港
線
開
通
、
塩
竈
の
築
港
が
完
成

 

三
陸
地
震（
3
月
3
日
）

一
九
四
一
年（
昭
和
16
年
） 

洪
水
被
害（
6
月
6
〜
7
日
）

 

市
制
施
行（
人
口
３
万
１
２
８
６
人
、
世
帯 

 

数
５
７
１
７
）（
11
月
23
日
）

 

第
二
次
世
界
大
戦
は
じ
ま
る（
12
月
8
日
）

一
九
四
四
年（
昭
和
19
年
） 

東
北
本
線
海
岸
線
回
り
開
通 

	

塩
竈
市
空
襲（
12
月
29
日
）	

一
九
四
五
年（
昭
和
20
年
） 

市
立
病
院
開
設

 

第
二
次
世
界
大
戦
終
わ
る（
8
月
15
日
） 

一
九
五
〇
年（
昭
和
25
年
） 

浦
戸
村
と
合
併

	

暴
風
被
害（
3
月
5
日
）

一
九
五
三
年（
昭
和
28
年
） 

暴
風
雨
・
高
潮
被
害（
9
月
25
〜
26
日
）

一
九
五
四
年（
昭
和
29
年
） 

一
万
ト
ン
岸
壁
修
築
工
事
着
工 

一
九
五
六
年（
昭
和
31
年
） 

東
北
本
線
塩
釜
駅
営
業
開
始

一
九
五
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年（
昭
和
34
年
） 

貞
山
第
一
号
埠
頭（
一
万
ト
ン
）
完
成

一
九
六
〇
年（
昭
和
35
年
） 

市
役
所
新
庁
舎
落
成

	

暴
風
雪
被
害（
1
月
16
〜
17
日
）

	

チ
リ
地
震
津
波（
5
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24
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一
九
六
二
年（
昭
和
37
年
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一
万
ト
ン
埠
頭
上
屋
完
成

	

暴
風
高
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被
害（
1
月
2
日
）

	

宮
城
県
北
部
地
震（
4
月
30
日
）

	

高
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被
害（
9
月
16
日
、
11
月
15
日
）

一
九
六
四
年（
昭
和
39
年
） 

新
産
業
都
市
建
設
地
域
指
定 

宮
城
県
お
よ
び
塩
竈
市
に
お
け
る
災
害
と
街
の
発
展
の
歴
史
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昭和 31年

　塩竈に関係の深い文化財や美術作
品、文学作品を鑑賞することができ
るウェブサイトで、塩竈市教育委員
会が運営しています。
　コンテンツの一つである「震災記
伝」では、震災の教訓を後世に伝承
するため、塩竈で撮影された津波の
動画や画像。被災状況を伝える貴重
な資料を収集、共有するとともに、
その一部を公開しています。市内各
地の震災前、過ぎた時代の懐かしい
風景を振り返ることもできます。

「文化の港　シオーモ」
http://shiomo.jp

海に向かって拡がった市街地（国土地理院より）

年
表

昭和 31年 昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

港
や
海
と
と
も
に
営
み
を
続
け
て
き
た

塩
竈
市
の
震
災
復
興
は
、
現
地
再
建
。

「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

平成 8年「マリンゲート塩釜」

平成 18年「三陸塩竈ひがしもの」商標登録�

平成 6年「9.22 水害」

宮城県土木部
「水害　平成6年9月22日〜23日
　大雨災害の記録」より

平
成

一
九
六
五
年（
昭
和
40
年
） 

新
浜
町
に
魚
市
場
新
築
移
転 

一
九
六
六
年（
昭
和
41
年
） 

浦
戸
簡
易
水
道
完
成

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
24
〜
25
日
）

一
九
六
八
年（
昭
和
43
年
） 

港
湾
合
同
庁
舎
完
成

一
九
六
九
年（
昭
和
44
年
） 

水
産
加
工
団
地
建
設

一
九
七
〇
年（
昭
和
45
年
） 

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
発
足

一
九
七
二
年（
昭
和
47
年
） 

大
雨
被
害（
1
月
16
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
9
月
16
日
）

一
九
七
四
年（
昭
和
49
年
） 

豪
雨
被
害（
6
月
6
日
）

一
九
七
六
年（
昭
和
51
年
） 

豪
雨
被
害（
8
月
5
〜
7
日
）

	

崖
崩
れ
被
害（
9
月
6
日
）

一
九
七
七
年（
昭
和
52
年
） 

台
風
11
号
被
害（
9
月
19
日
）

一
九
七
八
年（
昭
和
53
年
） 

大
雨
被
害（
3
月
11
日
）

	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
）

一
九
七
九
年（
昭
和
54
年
） 

高
潮
被
害（
10
月
7
〜
8
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
10
月
20
日
）

一
九
八
〇
年（
昭
和
55
年
） 

強
風
被
害（
3
月
10
日
）

	

大
雨
被
害（
7
月
31
日
）

一
九
八
一
年（
昭
和
56
年
） 

台
風
15
号
被
害（
8
月
22
日
）

	

暴
風
雨
被
害（
10
月
22
〜
23
日
）

 

仙
石
線
高
架
複
線
化
事
業
完
成（
11
月
1
日
開
通
）

一
九
八
二
年（
昭
和
57
年
） 

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
浦
戸
診
療
所
落
成

 

魚
市
場
水
揚
高
５
０
０
億
円
を
超
す

一
九
八
四
年（
昭
和
59
年
） 

塩
竈
市
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

一
九
八
六
年（
昭
和
61
年
） 

国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

	

台
風
10
号
被
害（
8
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
〇
年（
平
成
2
年
） 

台
風
19
号
被
害（
9
月
19
〜
20
日
）

	

大
雨
被
害（
10
月
26
日
）

	

大
雨
被
害（
11
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
一
年（
平
成
3
年
） 

市
制
施
行
50
周
年

一
九
九
二
年（
平
成
4
年
） 

総
合
治
水
対
策
開
始

一
九
九
四
年（
平
成
6
年
） 

塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
策
定

 
 

雨
水
貯
留
浸
透
事
業
が
全
国
に
先
立
ち
国
の

モ
デ
ル
事
業
に
指
定

	

集
中
豪
雨
被
害（
9
月
22
〜
23
日
）

一
九
九
五
年（
平
成
7
年
） 

市
立
病
院
開
設
50
周
年

一
九
九
六
年（
平
成
8
年
） 

新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル「
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
」

 

オ
ー
プ
ン

 

防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
開
始

一
九
九
九
年（
平
成
11
年
） 

塩
竈
市
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）
全
73
局
開
局

 

塩
竈
市
地
域
防
災
計
画（
震
災
対
策
編
）
策
定

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
7
月
13
日
）

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
8
月
14
日
）

二
〇
〇
一
年（
平
成
13
年
）  

塩
釜
港
が
特
定
重
要
港
湾
に
昇
格
、
港
名
が

仙
台
塩
釜
港
に
変
更

 

中
央
第
一
貯
留
管
、
新
浜
町
公
園
調
整
池
が
完
成

 

市
制
施
行
60
周
年

二
〇
〇
二
年（
平
成
14
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
10
月
1
〜
2
日
）

二
〇
〇
三
年（
平
成
15
年
） 

宮
城
県
沖
・
三
陸
南
地
震（
5
月
26
日
）

	

宮
城
県
北
部
・
宮
城
県
北
部
連
続
地
震（
7
月
26
日
）

	

十
勝
沖
地
震
津
波（
9
月
26
日
）

二
〇
〇
四
年（
平
成
16
年
） 

「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
土
地
区
画
整
理
事
業
ス
タ
ー
ト

二
〇
〇
五
年（
平
成
17
年
） 

宮
城
県
沖
地
震（
8
月
16
日
）

二
〇
〇
六
年（
平
成
18
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
27
日
）

	

異
常
高
潮
・
大
雨
被
害（
10
月
6
〜
12
日
）

二
〇
〇
七
年（
平
成
19
年
） 「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
ま
ち
び
ら
き

二
〇
〇
八
年（
平
成
20
年
） 
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

二
〇
〇
九
年（
平
成
21
年
） 

藤
倉
雨
水
ポ
ン
プ
場
完
成

 

魚
市
場
開
設
80
周
年

	

高
潮
被
害（
10
月
8
日
）

二
〇
一
〇
年（
平
成
22
年
） 

「
海
辺
の
賑
い
地
区
」
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
駅
前
広
場
完
成

 

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
）

	

高
潮
被
害（
5
月
30
日
）

	

低
気
圧
通
過
に
よ
る
被
害（
12
月
22
日
）

二
〇
一
一
年（
平
成
23
年
） 

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）	

	

台
風
15
号（
9
月
21
日
）

 

市
制
施
行
70
周
年

 

「
震
災
復
興
計
画
」
策
定

二
〇
一
二
年（
平
成
24
年
） 

防
災
行
政
無
線
全
73
局
デ
ジ
タ
ル
化

 

水
道
事
業
1
0
0
周
年

 

震
災
復
興
推
進
局
の
新
設

二
〇
一
四
年（
平
成
26
年
） 

塩
竈
市
営
汽
船
就
航
70
周
年

参
考
／
理
科
年
表
、新
編
日
本
被
害
地
震
総
覧

平成 19年「海辺の賑わい地区」まちびらき

平成 2年「大雨被害」

昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
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昭和 31年

　塩竈に関係の深い文化財や美術作
品、文学作品を鑑賞することができ
るウェブサイトで、塩竈市教育委員
会が運営しています。
　コンテンツの一つである「震災記
伝」では、震災の教訓を後世に伝承
するため、塩竈で撮影された津波の
動画や画像。被災状況を伝える貴重
な資料を収集、共有するとともに、
その一部を公開しています。市内各
地の震災前、過ぎた時代の懐かしい
風景を振り返ることもできます。

「文化の港　シオーモ」
http://shiomo.jp

海に向かって拡がった市街地（国土地理院より）

年
表

昭和 31年 昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

港
や
海
と
と
も
に
営
み
を
続
け
て
き
た

塩
竈
市
の
震
災
復
興
は
、
現
地
再
建
。

「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

平成 8年「マリンゲート塩釜」

平成 18年「三陸塩竈ひがしもの」商標登録�

平成 6年「9.22 水害」

宮城県土木部
「水害　平成6年9月22日〜23日
　大雨災害の記録」より

平
成

一
九
六
五
年（
昭
和
40
年
） 

新
浜
町
に
魚
市
場
新
築
移
転 

一
九
六
六
年（
昭
和
41
年
） 

浦
戸
簡
易
水
道
完
成

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
24
〜
25
日
）

一
九
六
八
年（
昭
和
43
年
） 

港
湾
合
同
庁
舎
完
成

一
九
六
九
年（
昭
和
44
年
） 

水
産
加
工
団
地
建
設

一
九
七
〇
年（
昭
和
45
年
） 

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
発
足

一
九
七
二
年（
昭
和
47
年
） 

大
雨
被
害（
1
月
16
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
9
月
16
日
）

一
九
七
四
年（
昭
和
49
年
） 

豪
雨
被
害（
6
月
6
日
）

一
九
七
六
年（
昭
和
51
年
） 

豪
雨
被
害（
8
月
5
〜
7
日
）

	

崖
崩
れ
被
害（
9
月
6
日
）

一
九
七
七
年（
昭
和
52
年
） 

台
風
11
号
被
害（
9
月
19
日
）

一
九
七
八
年（
昭
和
53
年
） 

大
雨
被
害（
3
月
11
日
）

	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
）

一
九
七
九
年（
昭
和
54
年
） 

高
潮
被
害（
10
月
7
〜
8
日
）

	

台
風
20
号
被
害（
10
月
20
日
）

一
九
八
〇
年（
昭
和
55
年
） 

強
風
被
害（
3
月
10
日
）

	

大
雨
被
害（
7
月
31
日
）

一
九
八
一
年（
昭
和
56
年
） 

台
風
15
号
被
害（
8
月
22
日
）

	

暴
風
雨
被
害（
10
月
22
〜
23
日
）

 

仙
石
線
高
架
複
線
化
事
業
完
成（
11
月
1
日
開
通
）

一
九
八
二
年（
昭
和
57
年
） 

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
浦
戸
診
療
所
落
成

 

魚
市
場
水
揚
高
５
０
０
億
円
を
超
す

一
九
八
四
年（
昭
和
59
年
） 

塩
竈
市
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

一
九
八
六
年（
昭
和
61
年
） 

国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

	

台
風
10
号
被
害（
8
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
〇
年（
平
成
2
年
） 

台
風
19
号
被
害（
9
月
19
〜
20
日
）

	

大
雨
被
害（
10
月
26
日
）

	

大
雨
被
害（
11
月
4
〜
5
日
）

一
九
九
一
年（
平
成
3
年
） 

市
制
施
行
50
周
年

一
九
九
二
年（
平
成
4
年
） 

総
合
治
水
対
策
開
始

一
九
九
四
年（
平
成
6
年
） 

塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
策
定

 
 

雨
水
貯
留
浸
透
事
業
が
全
国
に
先
立
ち
国
の

モ
デ
ル
事
業
に
指
定

	

集
中
豪
雨
被
害（
9
月
22
〜
23
日
）

一
九
九
五
年（
平
成
7
年
） 

市
立
病
院
開
設
50
周
年

一
九
九
六
年（
平
成
8
年
） 

新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル「
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
」

 

オ
ー
プ
ン

 

防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
開
始

一
九
九
九
年（
平
成
11
年
） 

塩
竈
市
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）
全
73
局
開
局

 

塩
竈
市
地
域
防
災
計
画（
震
災
対
策
編
）
策
定

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
7
月
13
日
）

	

大
雨
・
洪
水
被
害（
8
月
14
日
）

二
〇
〇
一
年（
平
成
13
年
）  

塩
釜
港
が
特
定
重
要
港
湾
に
昇
格
、
港
名
が

仙
台
塩
釜
港
に
変
更

 

中
央
第
一
貯
留
管
、
新
浜
町
公
園
調
整
池
が
完
成

 

市
制
施
行
60
周
年

二
〇
〇
二
年（
平
成
14
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
10
月
1
〜
2
日
）

二
〇
〇
三
年（
平
成
15
年
） 

宮
城
県
沖
・
三
陸
南
地
震（
5
月
26
日
）

	

宮
城
県
北
部
・
宮
城
県
北
部
連
続
地
震（
7
月
26
日
）

	

十
勝
沖
地
震
津
波（
9
月
26
日
）

二
〇
〇
四
年（
平
成
16
年
） 

「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
土
地
区
画
整
理
事
業
ス
タ
ー
ト

二
〇
〇
五
年（
平
成
17
年
） 

宮
城
県
沖
地
震（
8
月
16
日
）

二
〇
〇
六
年（
平
成
18
年
） 

大
雨
・
洪
水
被
害（
9
月
27
日
）

	

異
常
高
潮
・
大
雨
被
害（
10
月
6
〜
12
日
）

二
〇
〇
七
年（
平
成
19
年
） 「
海
辺
の
賑
わ
い
地
区
」
ま
ち
び
ら
き

二
〇
〇
八
年（
平
成
20
年
） 

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

二
〇
〇
九
年（
平
成
21
年
） 

藤
倉
雨
水
ポ
ン
プ
場
完
成

 

魚
市
場
開
設
80
周
年

	

高
潮
被
害（
10
月
8
日
）

二
〇
一
〇
年（
平
成
22
年
） 

「
海
辺
の
賑
い
地
区
」
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
駅
前
広
場
完
成

 

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
）

	

高
潮
被
害（
5
月
30
日
）

	

低
気
圧
通
過
に
よ
る
被
害（
12
月
22
日
）

二
〇
一
一
年（
平
成
23
年
） 

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）	

	

台
風
15
号（
9
月
21
日
）

 

市
制
施
行
70
周
年

 

「
震
災
復
興
計
画
」
策
定

二
〇
一
二
年（
平
成
24
年
） 

防
災
行
政
無
線
全
73
局
デ
ジ
タ
ル
化

 

水
道
事
業
1
0
0
周
年

 

震
災
復
興
推
進
局
の
新
設

二
〇
一
四
年（
平
成
26
年
） 

塩
竈
市
営
汽
船
就
航
70
周
年

参
考
／
理
科
年
表
、新
編
日
本
被
害
地
震
総
覧

平成 19年「海辺の賑わい地区」まちびらき

平成 2年「大雨被害」

昭和 23年

平成 25年 昭和 52年
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